
（別紙３）

〜 2026年 2⽉ 8⽇

（対象者数） （回答者数）

〜 2026年 2⽉ 28⽇

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 引き続き療育の様⼦や内容を関係機関の⽅々にわかりやす
く伝えられるように努⼒していきます。

2 引き続き各関係機関との連携を密に⾏い⼦ども達や保護者
の⽅々が安⼼して過ごせるように⽀援していきます。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
現時点では、専⾨⼠の職員⼈数を更に増やすのは難しい所
もありますが、他教室との連携で保育所等訪問⽀援での専
⾨的な⽀援が可能です。

2

3

専⾨⼠の⽀援が全体に⾏き届かない時があります。
現時点では、専⾨⼠の職員⼈数を更に増やすのは難しい所が
あります。

事業所の近隣学校や園へ職員が伺う事で、情報の共有ができ
ます。

⼦ども達が集団⽣活の中で過ごしやすいように関係機関との
連携を密に⾏い、療育の中で必要な練習を取り⼊れます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

学校や園と情報伝達を⾏い、助⾔等の⽀援を⾏っています。 毎回の保育所等訪問⽀援後に情報の共有を図っております。

○事業所名 palαあさか台（保育所等訪問⽀援）

○保護者評価実施期間 2026年 1⽉ 19⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年 2⽉ 8⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 3⽉ 1⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

事業所における⾃⼰評価総括表公表


